
YCOG1406試験の論文を執筆させていた
だき、European Journal of Surgical 
Oncologyに掲載されました。

稀な胆道腫瘍であるIPNBを対象にした
研究でしたが、研究の進行に当たって
YCOG施設の先生方やスタッフにご協力
頂いたことを大変感謝しております。
これからもYCOGの発展に貢献できるよ
うに努力していきます。
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